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●日本全国、一般的には「地獄の釜の蓋が開く日」は正月と盆の16日をさすようです。この

日には地獄の鬼も仕事を休み、人を煮る釜の蓋があけられるといいます。この日は藪入りで、

年季奉公の丁稚や小僧などに一日の休暇が与えられた、かつての奉公人の唯一の休日でした。

●8月1日を「地獄の釜の蓋が開く日」としている所は栃木県の北部、那須・塩谷地方に限ら

れています。地獄といってもあの世のことを意味しているようです。地獄（あの世）からの

道のりは遠く、ご先祖様がお盆に間に合うようにと８月１日に釜の蓋から飛び出し、そこか

ら13日間かけて帰って来ます。玄関には汚れた足を洗うための桶を用意して祖霊を迎えます。

８月１日には釜の蓋が開くことを喜び、炭酸まんじゅうを作りみんなで食べる風習があり、

昔は家々で8月1日に釜の蓋まんじゅうを作って釜の蓋が開くことを喜び先祖を迎える準備を

はじめていました。実質的には那須・塩谷地方のお盆は8月1日に始まっているのです。

●お盆は日本人にとり特別な日ではなくなっています。かつてはみな帰省してしまいお店も

閉まり都会から人の姿が消えていましたが、今では長期休暇が可能な日となり、都会も地方

からの旅行客で溢れています。帰省はご先祖様を迎えに帰るのではなく、両親や祖父母に会

いに帰るためのものとなりました。社会の構造や人々の意識が時代と伴に変化すれば、行動

も変わって当たり前です。それでも、地獄の釜の蓋が開く日には栃木県北部の和菓子屋さん

に炭酸まんじゅうが並びます。意識や構造が変わっても、変わらないものを伝統というので

しょう。その伝統の一端を担うために琉游舎でも炭酸まんじゅうをお供えしたいと思います。
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狂言綺語…夏安居
学校が夏休みに入りました。夏休み前から猛暑が続いたので、殊更に今日からが全身で夏を満喫する区切

りの日となるわけでもないでしょうが、それでも「梅雨明け十日」「雷三日」との言葉通り、梅雨が明けた
後の天気予報は晴れマークが続き、9時には30度を超える暑さとなります。そして午後から曇り始めて３時
頃から夜半まで続けて三日ほど雷が鳴り響き雨が断続的に降り続きます。すると気温が急激に下がり夜も過
ごしやすくなるのです。夕立が来ると少しは記憶にある夏らしさを感じて、かつての夏休みを思い出します。
温暖化が取りざたされる以前の私の子供時代はプールや野球の練習は日中行っても熱中症になる心配はあ

りませんでした。たまに30度を超えたら今日は暑いなと感じるくらいの、今考えると過ごしやすい夏でし
た。信じられないことに野球の練習中は水分補給禁止です。理由は運動中に水分を取ると体が疲れるからと
いう理由だったような記憶があります。それでも気分が悪くなる子供はいませんでした。練習終了後一目散
に水道に駆け込み飲んだ水のおいしさは忘れられません。また、私の地方では夕立の雷を「らいさま」と呼
んで畏怖、尊重していました。落雷もしょっちゅうあり恐ろしいものでしたが、3時以降は遠雷が聞こえる
と農作業も遊びも終わりにして家に戻り夕立に備えていました。停電も頻繁に起こり真っ暗な中、家の真ん
中に家族が集まり、或いは蚊帳の中で「らいさま」をやり過ごすのでした。夜は窓を開けて寝ると風邪を引
くくらいに気温も下がります。しかしこれが農作物には恵みの夕立なのでしょう。日中との温度差と雨が美
味しい作物を育てます。栃木県の農作物が美味しいのは「らいさま」の恵みだと今でも私は確信しています。
夏の風物詩と言えば朝のラジオ体操と花火があります。夏休みに限らず毎朝6時半に公民館広場で近所の

人たちが集まりラジオ体操を行っています。夏休みになるとそこに体操カードをぶら下げた子供達も何人か
加わっていたものですが、ここ数年は一週間に一人二人くらいがやって来るだけになりました。それでも判
子を押す係がいないと子供ががっかりするので、毎日私は判子を用意して待っています。共働きが増え親も
子供をラジオ体操に送り出す時間の余裕が無くなってしまったのでしょう。朝食をさっさと済ませて通勤時
間に合わせて子供を学童保育に連れて行かなければいけない事情も理解できますが、近所に虫取り網をかつ
いだ子供の姿や友達を誘う声が聞こえない夏休みは、静かなものです。また、私の住む街の花火大会も今年
は中止のようです。理由を一言で言えば「ヒト・モノ・カネ」が集まらなくなったとのこと、付け加えると
花火の燃えかすが近辺に落ちて掃除が大変という苦情が来るのも理由のようです。理由はなんであれ、今ま
で続いていたモノやコトが続かないのは人々がそれを必要としなくなったからです。必然の帰結なのです。
昔から継承されている祈りや感謝、畏怖、尊敬の行為は様々な祭祀の形を取って今日まで伝えられていま

す。それを伝統というのでしょう。その土地に住む人々の共同体を維持するための紐帯として機能してきた
伝統のモノやコト（祭祀）は人々がそれを必要としているからこそ機能するのです。それは意志や願いが具
現化された事象と言い換えてもいいでしょう。意志や願いの無いところにはモノやコト、つまり行為は存在
し得ないのです。昔からやってきたからやるのではなく、今ここにいる私たちが願いを形にするために必要
だったからこその伝統なのです。モノやコトの継続に執着することは保守とも伝統継承者とも言えません。
それは形式を維持することだけが目的となった似非保守です。「美しい日本を取り戻す」や「本来の日本の
姿を守る」というような耳障りの良い言葉をよく耳にしますが、その継承を必要とする願いも意志も明らか
にすることが果たして出来ているでしょうか。彼らの願いも意志も私には全く聞こえてきません。観えてく
るものは願いも意志も無い形式継続への妄執だけです。正真の保守が守り伝えるべきことは、私たちが永遠
の過去から今に至るまで伝えられた願いと意志を違わずに永遠の未来へと引き渡すことです。モノやコトは
時代、場所、機根（能力）、環境、自然に従って変化していくのです。願いと意志を継承するためにはその
時々の人々が革新が必要と判断したモノやコトは変えていかなければなりません。秩序を一新するのではな
くその秩序を必要とした願いと意志を保守しながらその具現を点検更新していく試みが、願いや意志の継承
（保守）のための行為の変革（革新）です。それは仏の道を歩むことの信行規範でもあると私は考えます。
夏安居（げあんご）は僧が夏１か所に籠って修行することです。夏安居の僧侶の居場所が僧院の始まりと

もいわれています。インドでは６月頃から雨期に入り、川が氾濫し交通が困難になりますが、高温多雨、草
木や虫が良く成長する時期です。最近の６月から８月の高温多湿、ゲリラ豪雨が頻出する日本の気候に近い
ものかも知れません。雨期のインドでは足元が悪く外出して小虫を踏みつぶしたり新芽を痛める恐れを考え
ると出かけないのが一番と考え洞窟や寺に籠って修行に専念することになりました。これが夏安居です。生
きとし生けるものの不殺生を戒とする仏教の理屈です。しかし人は誰かのいのちを頂かなければ生きていく
ことは出来ません。不殺生戒は生き物を故意に殺してはならないので、自分で殺生には手を下さず、他者に
それを委ねて乞食でいのちをつなぐ僧侶の理屈は私には屁理屈に聞こえます。このことについてはいずれ書
くことにして、今回は夏安居について。これはもっともらしい理屈をつけなくても、僧侶の夏休みと考えれ
ばよいのです。1年の大半を遊行（外での修行）と乞食に明け暮れた中で、過酷な気象条件の雨期はゆっく
りと1か所に集まり疲弊した肉体を休め、仲間と仏の教えを語り合う修行者の充電期間です。そして雨期の
終わりとともに各々は遊行に赴く。ところで現在の日本の僧侶は1年中僧院の中で何をしているのでしょう。
まさか毎日が夏安居ではないと思いますが。私は僧侶であることの願いと意志の保守と、今僧侶であること
で行うべき革新について､あらためてお釈迦様と語り合うことができる夏安居にしたいと思います。合掌。


